
授業科目(ナンバリング) 中国語ⅠA（AC115） 担当教員 韓 榮芝 

展開方法 演習 単位数  １単位 開講年次・時期 1年・前期 必修・選択 選択 

授 業 の ね ら い  

アクティブ・ 

ラーニング 

の 類 型 

 この授業は、1年次から初めて学ぶ中国語の科目であり、2年次で開講される「中国語ⅡA•B」と「中国

語会話」の前段をなすもので、中国語学習の“入門”に当たる。従って、この授業の到達目標は次の通り

である。①中国語となる漢字の基礎構造とその発音の特徴を理解する。②様々なツールを使って、中国語

の発音方法や基本文法を習得することができる。③中国語の語感を身につけながら簡単な対話ができる。 

 これらを通して、中国や中国語圏域の各国の文化や現状に関心を持ち、中国人留学生と積極的にコミュ

ニケーションを取り、社会人として必要な幅広い教養やホスピタリティの精神を身につけてもらいたい。 

①②③⑧⑨⑩ 

 

ホスピタリティ

を構成する能力 
学生の授業における到達目標  評価手段・方法 評価比率 

専門力   
  

 

情報収集、 

分析力 
中国や中国語圏域の国々の社会情勢を的確に把握することができる。 レポート  10％ 

コミュニケーシ

ョン力 

中国語の基礎表現(【拼音】を読める)をすることができる。中国語の

会話（挨拶など）を活用した取り組み（本学の留学生との交流活動）

に参加することができる。 

授業参加 
定期試験 

  10％ 
  50％ 

協働・課題解決

力 

積極的に中国や中国語圏域の国々の歴史や文化理解のために共に取

り組むことができる。 
 

出席カードコメ

ント欄の内容 

  

 10％ 

 

 

多様性理解力 
中国の文化などを理解し、本学の留学生と互いに交流を深めることが

できる。 

 

小テスト 

プレゼンテーシ

ョン 

 10％ 

 10％ 

出  席 受験要件 

合  計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明   

定期試験の成績を 50％とし筆記試験を行う（択一式、穴埋め式、50点のうち 25点以上を取得すること、など）。 

小テストは、全部で 5回、発表は授業毎に行う。基礎知識（語音とその意味、文法など）の確認を主とする。 

課題レポートは、15回目に DVDで見た内容に関係する課題を問う（課題レポートの成績を 10％とする）。 

授業毎に、中国語で出席を確認し、同時に書く練習や発音の練習を加え、練習課題の提出を求め、グループワークやプ

レゼンテーションを行い、授業への参加意欲を評価材料とする。また、ポートフォリオの課題、レポート、小テストな

どのフィードバックを授業で行う。ポートフォリオでも、課題などのフィードバックを行うので確認すること。なお、

不適切な授業態度（教科書を持参しない、遅刻、私語、携帯電話などの使用、居眠りなど）は、発覚した場合に減点の

対象となる。 

授 業 の 概 要 

 

教科書に従って授業を進めるが、必要に応じて配布プリントや DVD プレイヤーなどをもとに解説する。授業の各回にお

いて、前回までの学習内容を復習しながら発音の練習を強化する。授業中に学生個々に対して発音の練習や発表を行

う。授業の主な時間を発音に充て、夏休みまでに基本的な表現を一通りマスターする。この授業の標準的な１コマあた

りの授業外学修時間は、45 分とする。 

 

教 科 書 ・ 参 考 書 

 

教科書：教科書：野村邦近［著］ 『はじめての中国語』 株式会社ナツメ社 

参考書：必要に応じ指示する 

指定図書：教科書：野村邦近［著］ 『はじめての中国語』 株式会社ナツメ社 

 



授業外における学修及び学生に期待すること 

近い将来、観光業界などで活躍するために、中国語の習得も条件の 1つであろう。また、グローバル化が進んでいる今

日、中国や中国語圏（シンガポール、マレーシアなど）の国々に対する理解においても重要な科目である。中国語を身

につけるには、教室の勉学だけでは足りないと考えられるので、自ら中国語の面白さを見つけて、積極的に勉強するこ

とが望ましい。 

回 テ ー マ 授 業 の 内 容    予習・復習 

1 
ガイダンス 

中国語の発音 声調 

授業の進め方及びスケジュールを把握する 

音節及びその構造・表音字母名称表・４種類の声調 

（四声の変化）について学ぶ。 

・CD１-1 を聞き、声調の練習を行

い、耳に慣れておく 

・母音(36)の練習を行う 

2 中国語の発音 母音 
単母音・二重母音・三重母音・尾音を持つ複合母音声

母を学ぶ。グループワークで発音練習を確かめ合う。 

・CD1-2 の発音を聞き、耳に慣れる 

・21個の子音の練習 

・小テストの準備 

3 中国語の発音 子音 
唇音・舌尖音・舌根音・舌面音・そり舌音・舌歯音を

学ぶ。小テストをする。 

・CD1-3の発音を聞き、耳に慣れる 

・母音(36)の練習を行う 

4 中国語の発音と語感  
単語の発音及びご挨拶の言葉について学ぶ。プレゼン

テーションを行い。 

・CDを聞き、耳に慣れる 

・教科書Ｐ20～23の復習 

・小テストの準備 

5 名詞述語文 その 1 
小テストをする 

テーマにおける文法と基本構文 

・CD2-1～2-2 を聞き、耳に慣れる 

・P24～27の予習 

6 名詞述語文 その 2 
 

テーマにおける文法と基本構文 

・ CD2-3～2-4を聞き、耳に慣れる 

・P28～31 の予習 

7 名詞述語文 その 3 

 

テーマにおける文法と基本構文 

名詞述語文についてプレゼンテーションを行い。 

・CD2-5～を聞き、耳に慣れる 

・ P32 の予習 

・小テストの準備 

8 形容詞述語文  

小テストをする 

テーマにおける文法と基本構文 

・CD2-8を聞き、耳に慣れる 

・ P38の予習  

・小テストの準備 

9 動詞述語文 

テーマにおける文法と基本構文 

形容詞及び動詞述語文についてプレゼンテーションを

行い。 

・CD2ー9を聞き、耳に慣れる 

・P38～の予習 

・小テストの準備 

10 数字  
小テストをする 

テーマにおける文法と基本構文 

・CD2ー10 を聞き、耳に慣れる 

・P40日付についての予習 

11 日付  
テーマにおける文法と基本構文 ・CD2―11 を聞き、耳に慣れる 

・P41 からの予習 

12 時間 

テーマにおける文法と基本構文 

数字、日付、時間の言い方についてプレゼンテーショ

ンを行い。 

・CD2-12 を聞き、耳に慣れる 

・P44～発音の復習と文法のまとめ 

・小テストの準備 

13 発音の復習 
小テストをする 

「発音編」と「基本編」の復習 

・CD1-17を聞き、耳に慣れる 

・P50～の予習 

14 文法のまとめ 

中国文の構造(品詞：動詞、名詞、形容詞など)及び用  

例小テストをする 

・主語・述語・目的語・限定語・状

態語・補語についての復習 

・定期試験の準備 

15 まとめ 

前期の学習内容の振り返り、重要な発音と挨拶などの

総復習 

中国の事情について(DVD) 

・ CD を聞き、本文を熟読、練習問

題をする 

・DVD 観賞 

・課題レポートの作成 

16 定期試験 筆記試験 

・試験のための準備 

 



授業科目(ナンバリング) 中国語ⅠA (AC115) 担当教員 ※張 美玉 

展開方法 演習 単位数 1単位 開講年次・時期 1年・前期 必修・選択 選択 

授 業 の ね ら い  

アクティブ・ 

ラーニング 

の 類 型 

発音や文法事項など中国語の基礎を学ぶ。「きれいで、使える」中国語の習得をめざす。中国語の基本

は発音と言われている。大きな声で積極的に練習すること。発音練習・会話練習・短文の暗唱などを通

して、基礎となる初級文法知識・実生活においてよく使われる表現をしっかりと身につけることや中国

文化への理解を深めることを目指す。 

①②③ 

⑨⑩ 

ホスピタリティ

を構成する能力 
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標 評価手段・方法 評価比率 

専門力 

・中国語の音を正確に聞き分け、正しく発音できるようにする。 

・中国語の音声表記（中国語ローマ字表記）をマスターする。 

・基本的な初級文法や語彙を習得し日常的な会話表現を身につける。 

・日本中国語検定試験準 4級を目指す。 

・定期試験 15％ 

情報収集、 

分析力 

・中国(語)に関連する情報の収集に積極的に取り組むことができる。 

・様々な情報収集ツール(辞書、ネット等)を活用することができる。 
・課題レポート 10％ 

コミュニケーシ

ョン力 

・大きな声で積極的に会話練習や短文の暗唱などを通して、基礎を

しっかりと固め、既習知識を活かし、中国語でコミュニケーショ

ンをとることができる。 

・小テスト 

・定期試験 

20％ 

20％ 

協働・課題解決

力 

・授業中の様々な活動に積極的に参加することができる。 

・中国(語)への理解を深めるために、他人(教師や学生同士など)と 

 積極的に交流することができる。 

・授業態度・授 

  業への参加度 
10％ 

多様性理解力 

・言語：日中両言語の異同を少しでも理解することができる。 

・非言語：漢語圏の社会、文化に関心を持ち、多様性に対する理解 

     を深めることができる。 

・定期試験 

・課題レポート 

15％ 

10％ 

出  席 受験要件 

合  計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明   

・定期試験の成績を 50%とし、筆記試験で既習した知識の習得状況を確認する。(教科書や資料などの持ち込み不可) 

・課題を 20%とし、課題提出状況によって評価する。 

・小テストの成績を 20%とし、毎回の授業で前回の内容を習得したかを確認する。(第 1回目の授業を除く) 

・授業態度及び授業への参加度の成績を 10%とし、遅刻欠席回数や授業への参加度合などを基準に評価する。 

※ 小テスト、口頭練習などについては、授業でフィードバックを行う。 

授 業 の 概 要 

・資料：教科書を基本資料とし、導入イラスト、カード、プリントなどを補助資料として授業を行う。 

・進め方：「復習＞新出単語・本文＞文法解説＞ドリル＞答疑」の流れに従う。(変わる時もある) 

・目標：①中国語の音声表記を完全マスターする ②入門レベルの文法と表現を習得する ③簡単な会話ができる。 

・この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分とする。 

教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書：『ポイントマスター・初級中国語』楊暁安（同学社） 

辞書：日中辞書・中日辞書 

参考書：特になし。適宜授業中に指示する。 

指定図書：『ポイントマスター・初級中国語』楊暁安（同学社） 

授業外における学修及び学生に期待すること 

・中国語の発音を正確に身につけるために、教科書の CDを聞きながら実際に声を出して練習すること。 

・予習と復習をすること(授業で習ったことを必ずその日のうちに復習する。そして最後にその日の学習の総仕上げと

して「宿題」を完成してください)。また、時間の余裕があれば、次に学習する課の語彙と文法を見ておく。基本的

な準備をしておけば、次の学習が効率的にできる。 

・学んだ中国語を使って、中国人に話かけてみてください。習ったことをすぐ使ってみるという習慣をつけること。 

・教科書以外の資料も活用すること。（例：参考書、辞書、歌、NHK、テレビ・ラジオ番組など） 



回 テ ー マ 授 業 の 内 容    予習・復習 

1 第 1 課 発音(1) 
四声 / 母音(1) / 子音(1) / 子音と母音の組み合わ

せ / 簡単な挨拶(1) 

予習：教科書 p.6〜9 

   シラバスの確認 

2 第 2 課 発音(2) 
軽声 / 母音(2) / 子音(2) / 子音と母音の組み合わ

せ / 簡単な挨拶(2) 

予習：教科書 p.10〜13 

復習：声調・母音 1・子音

1・簡単な挨拶 1 

3 第 3課 発音(3) 
「不」の変調 / 母音(3) / 子音(3) / 子音と母音の

組み合わせ / 簡単な挨拶(3) 

予習：教科書 p.14〜17 

復習：軽声・母音 2・子音

2 ・簡単な挨拶 2           

4 第 4 課 発音(4) 

第 3声の連続変調 / 「一」の変調 / 母音(4) / 子音

(4) / アル化の音 / 隔音符号 / 子音と母音の組み

合わせ 

予習：教科書 pp.18〜21 

復習：変調・母音 3・子音

3・簡単な挨拶 3 

5 第５課 『発音の復習』 発音の復習 

予習：教科書 p.22〜25 

復習：第 1 課～第 4 課  

単元復習 

6 第 5 課 『你叫什么名字？』 
文法：判断動詞「是」 / 人称代名詞 / 疑問文 / 名

前の聞き方 

予習：教科書 p.26〜29 

復習：子音・母音・音節の

基本構造・声調の組合せ 

7 第 6課 『你家有几口人？』 
文法：家族の呼称 / 所有を表す「有」 / 年齢の尋ね

方・答え方 / 疑問詞「几」 / 量詞「口」 

予習：教科書 p.30〜33 

復習：判断動詞・人称代名

詞・疑問文・名前の聞き方 

8 第 5 課から第 6課までの復習 

判断動詞「是」・人称代名詞・疑問文・名前の聞き・

方家族の呼称・所有を表す「有」・年齢の尋ね方・答

え方・疑問詞「几」・量詞「口」 

予習：教科書 p.26～33; 

復習：第５課～第 6 課 

単元復習 

9 第 7課 『这是什么？』 
文法：指示代名詞[1] “这、那、这个、那个、这些、

那些” / 「的」 

予習：教科書 p.34〜37 

復習：判断助動詞・名前の

聞き方・年齢の尋ね方・答

え方・「几」・「口」  

10 第 8課 『今年二 0一几年？』 
文法：年・月・日・曜日 / 名詞を述語とする文 / 数

詞 

予習：教科書 p.38～41 

復習：指示代名詞[1] 

11 第 7課から第 8課までの復習 

文法：指示代名詞[1] “这、那、这个、那个、这些、

那些”・「的」・年・月・日・曜日・名詞を述語とする

文・数詞 

予習：教科書 p.34〜41 

復習：第 7課～第 8課 

単元復習 

12 第 9課 『你喝咖啡？』 
文法：動詞を述語とする文 / 程度副詞「也」「都」 / 

「怎么样？」 

予習：教科書 p.42〜45 

復習：指示代名詞[1]・

「的」・年月日・曜日・名

詞を述語とする文・数詞 

13 第 10 課 『这件毛衣怎么样？』 
文法：形容詞を述語とする文 / 程度副詞 / 中国のお

金 

予習：教科書 p.46～49 

復習：動詞述語文・程度副

詞「也」「都」・「怎么样？」 

14 第9課から第10課までの復習 

文法：動詞を述語とする文・程度副詞「也」「都」・「怎

么样？」形容詞を述語とする文・程度副詞 / 中国の

お金 

復習：教科書 p．42～49 

第 9課～第 10 課 

単元復習 

15 総合復習 前期内容の総復習 
復習：前期の内容 

（第 1課〜第 10課) 

16 定期試験 筆記試験  定期試験の準備 

 

 



授業科目(ナンバリング) 中国語ⅠA (AC115)       担当教員 ※井上 麗奈 

展開方法 演習 単位数  1 単位 開講年次・時期  1 年・前期 必修・選択 選択 

授 業 の ね ら い  

アクティブ・ 

ラーニング 

の 類 型 

 本講義は中国語初級者を対象としている。中国語の基礎である声調やピンインを学んだ上、日常会話や

基礎文法を習得し、中国語の四技能である聴く、話す、読む、書くことが身につき、中国語や漢字圏の方

とコミュニケーションができる。また、中国の文化、歴史、習慣、流行などを知ることによって、中国の

ことがより一層理解を深めることが目標とする。また、前期終了時には中国語の検定である HSK（漢語水

平考試） 1級に合格ができる。 

➀②⑧⑨⑩⑪ 

 

 

ホスピタリティ

を構成する能力 
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標 評価手段・方法 評価比率 

専門力 

・ピンインや声調の読み、書き、聞き取りができる。 

・簡単な日常会話を聞く、話すことができる。 

・日常会話で使う漢字を書くことができる。 

・中間試験 20％ 

情報収集、 

分析力 

・中国の文化や歴史、習慣など習得することができる。 

・中国の流行について理解することができる。 
・課題レポート 5％ 

コミュニケーシ

ョン力 

・自ら積極的にコミュニケーションをとることができる。 

・自分の意思を相手に伝えることができる。 

・中国語で自己紹介ができる。 

・発表 

・小テスト 

20％ 

20％ 

協働・課題解決

力 

・中国および漢字圏の中国語の表現を理解することができる。 

・中国語の検定、HSK1 級に合格ができる。  

・授業態度・授業 

や演習への参加

度 

5％ 

多様性理解力 
中国語を学び、中国の方がコミュニケーションの取り方、中国の文化

や習慣を理解することができる。 
・定期試験 30％ 

出  席 受験要件 

合  計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明   

小テスト(20%)は不定期に行い、主に学習した単語や文法とする。中間試験(20％)は、第 9回目に１回行う。学習した

基礎知識、授業内容の理解度の確認を主とする。定期試験（30％）は、筆記試験とし、教科書や資料等の持込み不可。

課題レポート（5％）授業中に指示し、提出後添削を行い、翌週に返却する。未提出者や再提出が必要な場合、提出日

を指定する。発表（20％）は、授業中に指示する。主に、発音の確認とする。授業態度・授業や演習への参加度（5％）

は、出席回数や授業中の私語などで評価する。 

授 業 の 概 要 

この授業は、中国語の基礎である声調やピンインを習得したうえ、日常会話を身につくと同時に、中国の文化や歴史、

などを理解することができる。授業では、教科書を使うほか、絵カード、パワーポイント、単語を覚えるためのカード

ゲーム、音楽、映像を取り入れる。また、中国語の検定である HSK（漢語水平考試）1 級に合格するためのアドバイス

やサポートをする。           この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45 分とする。 

教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書：塚本慶一・劉穎 『1 年生のコミュニケーション中国語』白水社 

参考書：郭春貴・郭久美子『品詞別・例文で覚える HSK 基本語彙 1～4級』 白帝社 

指定図書：呉月梅『中国語イラスト辞典』 三修社 



授業外における学修及び学生に期待すること 

・教科書は必ず購入してください。 

・積極的に授業に参加し、不定期に小テストを行うので、毎回復習・予習を必ず行って下さい。自分が好きなもの

や趣味など簡単なことから、中国語で何というのかを調べ、先生に聞くなどし、発音の練習を心がけてください。次

第に中国語が上達する。、前期終了時には中国語の検定、HSK（漢語水平考試）1 級を受験し、就職などに役に立てて

ください。また、検定を一つの目標にし、学習を積極的に取り込んで下さい。 

・授業中の私語、居眠りなど授業要件として認めません。 

回 テ ー マ 授 業 の 内 容    予習・復習 

1 

・オリエンテーション 

・中国や中国語について 

・声調 

・授業の流れと中国語について簡単な説明 

・声調、ピンインについての説明および発声のコツ 

予習：教科書の構成を把握

する。 

復習：声調 

2 ピンイン① 
・母音（単母音） 

・子音 

予習：母音（単母音）、子音 

復習：単母音、子音 

3 ピンイン② 

・母音（複母音、鼻母音） 

・軽声 

・声調の変化 

予習：母音 

復習：母音、軽声 

4 知って便利な呼び方・挨拶 
・敬称、職業、身分 

・出会い、感謝、謝る、別れるの挨拶 

予習：P10～11 

復習：挨拶（P11） 

5 第 1 課 自己紹介① ・文法（人称代名詞、是、呢、也、请） 
予習：文法（P13） 

復習：文法（P13） 

6 第 1 課 自己紹介② 
・会話 

・リスニング 1 

予習：会話、リスニング 1 

復習：会話 

7 第2課 これは何ですか① 

・文法（指示代名詞、疑問詞を表す吗、否定を表す不、

疑問詞什么、的 

予習：文法（P17） 

復習：文法（P17） 

8 第2課 これは何ですか② 
・会話 

・リスニング２ 

予習：会話、リスニング 

復習：会話 

9 中間テスト 

・声調、ピンイン、挨拶、自己紹介、文法（是、呢、

也、什么、的）を使って⽂を作る 

予習：第 1～8回目の内容 

復習：中間テストで間違っ

たところ 

10 
第3課 これはいかがです

か① 
・文法（指示代名詞 2、形容詞述語文、疑問詞怎么样） 

予習：⽂法（ｐ21） 

復習：⽂法（ｐ21） 

11 
第3課 これはいかがです

か② 

・会話 

・リスニング 3 

予習：会話 

復習：会話 

12 第 4課 買い物① 

・数詞 

・文法（助詞吧、数量を表す語） 

予習：数詞、文法（P25） 

復習：数詞、文法 

13 第 4課 買い物② 
・会話 

・リスニング 4 

予習：会話 

復習：会話 

14 
第5課 どこにありますか

① 
・文法（場所指示代名詞、動詞在、助動詞想） 

予習：文法（P29） 

復習：文法 

15 
第5課 どこにありますか

② 

・会話 

・リスニング 4 

・総まとめ 

予習：会話 

復習：今までのノートやプ

リントを見直す 

16 定期試験   
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